
（単位：億円）〈貯金残高の推移〉
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（単位：億円）〈有価証券残高の推移〉
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　ＪＡの自己運用残高の増加にともない前期
比３４９億円減少し、１兆９，１５７億円となりま
した。

　金利上昇を視野に入れて債券の購入を抑制
した結果、前期比１７４億円減少し、６，６５５億
円となりました。

　金融機関等に対する貸付が減少した結果、
前期比９４億円減少し、２，５５３億円となりま
した。

■　貯金残高

■　有価証券残高

■　貸出金残高
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（単位：億円）〈損益の推移〉
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（単位：億円、％）〈自己資本額・自己資本比率の推移〉
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　自己資本額が前期比で増加し、１，３０２億
円となったことに加え、運用資産残高の減
少によりリスク・アセットが減少した結果、
自己資本比率は前期比０．４７ポイント上昇の
１３．４３％となりました。

　貸出金利息や有価証券運用益が増加し
た結果、経常利益は前期比１０億円増加し、
４１億円となりました。また、当期剰余金は
前期比６億円増加し、３７億円となりました。

■　自己資本額・自己資本比率

■　損益
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